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三田五丁目西地区の地権者の皆さま、 

2021年 11月 2日 

再開発勉強会有志 

【かわら版第 18号】  

準備組合による「演出」にはご注意あれ！ 
 

最近、準備組合が配布する「まちづくりニュース」には地権者を

再開発へ誘導しようとする「演出」が散見され、公正さの面で 

危惧の念を抱いています。 
 

「演出」とは、ある結果を狙ってものごとの進行に意図的に操

作を施すことを言います。舞台照明や音響設備の演出ならまだ

しも、地権者の大切な資産に係わる問題で、実態と異なる演出

などされたら地権者はたまったものではありません。 

その一例が、最近配布された「まちづくりニュース（第 19 号）」内

に掲載された「同意率が 70%を超えました」なる表記です。

当会はこの表記を問題視。敢えて皆さまへ報じることとします。  
 

いったい何が問題なのか？ 

説明文の中でも「現在 70%を超える権利者様から同意を頂いて

います」と明記されています。数字と言うのは前提条件や集計

方法でいくらでも変動するので「70%」と言う数字は決して「嘘」で

はないのでしょう。しかし、何を根拠に「同意率 70%」としたのか、 

そのことが全く触れられていません。 

まさにそこに準備組合側の「演出」の意図が垣間見えます。 

仮に準備組合側の「再開発もまんざら悪くはないですよね？」と

の誘導質問に地権者が「そうですね」と答えただけで「同意者」

だと見做すことも出来てしまいます。この手法なら「同意率」など

いくらでも上げることができます。まったくフェアではありません。 
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具体的根拠も示さぬまま、単に「同意率が 70%を超えました」な

る記載は一般地権者へ「住民の大多数が再開発を望んでいる」

との誤った印象を与える懸念が大であり、公平・公正の観点か

らも極めて問題です。 

押し売りや飛び込み営業ならまだしも、住友不動産と言う一流

企業が関与する不動産事業で、このような不明瞭な表現を使う

べきではありません。「演出ではない」と言うのなら、準備組合は

直ちにその客観的根拠を示しながら地権者へ弁明すべきです。 

 

あらためて地権者の皆さまへ申し上げます。 

準備組合による言葉の「演出」にはくれぐれもご注意下さい。 

 

準備組合のあるべき姿と問題点 

再開発は地権者の発意と合意により共同で進めて行く事業で

あり、そのために地権者主導で存在するのが「準備組合」です。 

では、三田 5丁目ではどうなっているのか？ 

当地で「準備組合」を実質的に主導するのは「私たち地権者」で

はなく住友不動産であることは、いまや地権者なら誰もが知って

います。再開発の勧誘にやって来るのは住友不動産の社員で、

彼らは住友不動産の名刺まで私たちに配っています。個別面

談で応対するのも住友不動産の社員。準備組合事務所へ出入

りするのも、殆どが住友不動産及び関係先の社員です。これ

が本来あるべき「準備組合」の姿だと言えるでしょうか？ 

 

住友不動産は営利目的で再開発を進めようとする業者です。 

もしこのような業者が準備組合を実質的に主導するとなれば、

すべてが「再開発ありき」で進められることになります。 

彼らが喉から手が出るほどほしいのは地権者の都市計画決定
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への「同意書」です。何故なら地権者の同意が集まらない限り

再開発を進めることはできないからです。 

そこで住友不動産はあらゆる手段を使って地権者を再開発賛

成へと誘導しようと試みます。 

準備組合の発行する「まちづくりニュース」はまさに地権者を賛

成に導くための重要な道具となり得ます。そのような道具を使い

今回「同意率が 70%を超えました」なる演出がおこなわれたこと

は、地権者からすれば極めて遺憾だと言わざるを得ません。 
 

「まちづくりニュース」は信頼できるのか？ 

先ずは「まちづくりニュース」が果たして地権者目線で作られて

いるのか？それとも事業者側目線で作られているのか？ 

この点を見分けることが大切です。もし後者であれば問題です。 

内容を読んでいて、「地権者にとり悪い話を報じない」、「地権者

が真に知りたい情報が掲載されない」、「掲載されたとしても玉

虫色の回答で確約がない」、「良い雰囲気を醸し出そうとする演

出が目立つが、具体的根拠が欠落している」、等が確認されれ

ば、準備組合は事業者目線で運営されていると見るべきです。 

今回の「同意率が 70%を超えました」なる根拠不明の記載もまさ

に地権者を再開発同意へ誘い込むための「演出」だと考えられ

ます。当然、私たちにとり信頼できる情報源だとは言えません。 
 

今後の対応 

今回の件を契機に、従来及び今後の「まちづくりニュース」の 

内容を当会にて精査し、問題点を指摘して行くこととします。 

あらためて地権者の皆さまへ申し上げます。 

準備組合による言葉の「演出」にはくれぐれもご注意下さい！ 

 

(世話役：佐々木光子 h7835575@yahoo.co.jp) 
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